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手法の活用

推定法の活用

国際標準化

（ITTC、ISO、IMO（イン
センティブのための性能ラ
ンキング構築等））

【S2】
実海域性能推定手法の構築

● 推定手法(含、CFD)の精度検証・評価

● 模型試験法の検証

実海域実船性能
モニタリング手法の確立

（計測・解析・評価手法）

【S３】
実海域性能評価方法の確立

●船主に対する提示方法

●EEDIweather(fw)改良

世界中の船舶をほぼ同じ精度で客観的に評価・比較できる「ものさし」を確立
 設計段階で評価・比較できる「実海域性能の推定手法」の構築
 実海域での実船性能が評価・比較できる「実船性能モニタリング手法」の構築

実海域性能標準推定法
の確立

（推定手法＋模型試験）

比較・評価

研究目標

ｱｸﾄﾌﾟｯﾄ

世界中の船舶をほぼ同じ精度で客観的に評価・比較できる「ものさし」を確立
 設計段階で評価・比較できる「実海域性能の推定手法」の構築
 実海域での実船性能が評価・比較できる「実船性能モニタリング手法」の構築

評価法等の開発を行い、国際標準化も念頭に推定手法等の技術標準を定め、
 日本船舶の実海域における性能優位性が、客観的かつ透明性をもって評価可能
 日本における実海域性能向上の研究が促進（技術者の人材育成を含む）

研究効果

ｱｳﾄｶﾑ

研究目標

ｱｸﾄﾌﾟｯﾄ

【S１】
実海域における実船性能
モニタリング手法の構築

● 実船計測手法の精度検証・評価

● 実船計測・解析・評価手法の構築

実海域を走る

１．OCTARVIAフェーズ１（2017/10～2021/3）目的
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１）研究の成果の普及と継続／高度化

２）国際標準化

１．OCTARVIAフェーズ１（2017/10～2021/1）今後の課題

OCTARVIAフェーズ２（2022/3～2024/3）

• 実海域実船性能評価プロジェクト会議（略称：
OCTARVIA会議）
 - 研究成果の取扱い（公開／販売／提供／維持）

 →普及
 - 国際標準化対応

• 実海域実船性能評価プロジェクトフェーズ2研究会
（略称：OCTARVIA２）
- 社会実装（設計／運航現場での活用）→普及
- 研究成果／アプリのブラッシュアップ（機能強化）

 - 研究の継続と将来課題の解決
 - 国際標準化のための研究
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２．OCTARVIAフェーズ２（2022/3～2024/3）実施体制
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２．OCTARVIAフェーズ２【OCTARVIA会議】
成果普及・国際標準化WG

１）計算プログラムの外部利用の促進（→普及）

２）国際標準化・基準化への対応
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１）計算プログラムの外部利用の促進

① クラウドアプリと外部API連接

２．OCTARVIAフェーズ２【OCTARVIA会議】
成果普及・国際標準化WG
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１）計算プログラムの外部利用の促進

 ② サポート体制の構築

２．OCTARVIAフェーズ２【OCTARVIA会議】
成果普及・国際標準化WG
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１）計算プログラムの外部利用の促進

③ 利用環境の向上（アンケートの実施、等）

④ 普及促進活動（外部向けセミナー、等）

アプリの改修／マニュアル整備に反映

ユーザーの利便性向上に貢献

２．OCTARVIAフェーズ２【OCTARVIA会議】
成果普及・国際標準化WG

成果普及活動は今後も継続する
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２）国際標準化・基準化への対応

新規 ISO 化のための活動は、OCTARVIA会議メン
バーを中心に今後も継続する

２．OCTARVIAフェーズ２【OCTARVIA会議】
成果普及・国際標準化WG

① 新規 ISO 提案

 ドラフトの作成
 普及活動

国内外の関連機関への根回し／協力依頼
 ISO/TC8/SC2（環境分科会）での提案を目

指したワークプラン作成
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ご清聴ありがとうございました。
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